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1. 進化

1 遺伝子型が変化し、それに伴い表現型が変化すること

2 生物が有する遺伝的に規定された形態、生理学的特徴および行動的特徴、すなわち形質が時間と共に変化すること

2. 生物の系統発生

1 原核動物

2 真核動物

3 多細胞生物

4 無脊椎動物

5 昆虫

6 原索動物

7 無顎綱

8 板皮綱

9 軟骨魚綱

10 硬骨魚綱

11 両生綱

12 爬虫綱

13 鳥綱

14 哺乳綱

3. 哺乳綱を定義する特徴

1 授乳

2 胎生

3 多型歯

4 咀嚼

5 視覚、聴覚、嗅覚

6 歩行

7 恒温性

4. 哺乳綱(mammalian)の種類

1 ツバイ目

2 齧歯目
3 貧歯目

4 有袋目

5 食虫目

6 翼手目

7 ウサギ目

8 偶蹄目　シカなど

9 奇蹄目　ウマなど

10 長鼻目

11 食肉目

12 霊長目

13 海牛目

14 クジラ目

⑧と⑨を合わせて有蹄類という

5. 食性の影響

1 歯

2 消化器官

3 運動能力

4 爪

5 感覚器官

6 顔の形状

7 知能

8 群れのサイズ

9 遊動域

10 繁殖率

11 養育機関

12 性的二型性

13 テリトリー

14 冬眠行動

6. ヒトの生物的特徴

1 分布域の広さ

2 成長速度が遅い

3 脳容量が大きい

4 直立二足歩行

5 手および指の使用

6 体毛が少ない

7 繁殖期後の生存

7. ヒトの行動的特徴

1 火の使用

2 道具の使用および被服の着用

3 遺伝規定的でない行動が可能

4 言語を使用し、記録を行う

5 分配行動および交換行動を行う

6 同種殺戮を行う

7 食料の生産および調理を行う

結論

1. 進化とは遺伝子型が変化することである

2. 食性は哺乳綱の形態的特徴および行動に強い影響を及ぼす
